
クル ージングの楽 しみ

一 ヨ ッ トによる;]ル シカ島.一周 のケ ースス タデ ィ

由 辺 英 藏

Joy of Cruising in Yachts 

     Eizo Tanabe

"A boat is the perfect answer for the man who has every thing and wants to get away from 

every thing." 

                                                        Joseph Wechsberg 

                                                FThe best things in life I 

                        Joy of Cruising in Yachts 

Cruising is one of the recreational activities that is enjoying great popularity in developed 

countries in Europe and the other parts of the world that have a strong maritime tradition 

and share extensive marine lerisure activity. Unfortunatcly, cruising [in yachts] is an activ-

ity that is virtually non- existent in Japan. Cruising in yacht is a leisure activity which in-

volves sailing a yacht, visiting various ports and enjoying shopping and dining, or anchor-

ing in deserted inlets, some times spend a night and enjoying bathing and the natural beau-

ty. In the advanced industrial civilizations of the West, such pleasure by yachts is very 

common and popular. Many youth or older people of the middle or higher income categories 

interested in cruising and who either own yachts, or charter them, enjoy sailing the 

Mcditerranean, the Aegean, the Caribbean, or South Pacific. 

The purpose of this report is to review the , actual condition of cruising in Mediterranean 
water, based on the writer's experience of a one- month crusing around Corsica on a 44-

foot yacht. The writer has 60 years' experience of sailing , 33 years of owing cruiser, 8 

years cruising in Mediterranean water during the two- month- summer vacation.
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はじめに クルージングの楽しみ

欧米海洋(並 びにレジャー)先 進国に於て

は極めて一般的であり,わ が国には事実上存

在 しないレジャーにクルージングの楽 しみが

ある。クルージ ングとは ヨッ トで航海 し,

港々を尋ねて上陸 し,シ ョッピングや飲食を

楽 しみ,或 は人気無い入江に錨 を打つて水浴

を楽 しみ,多 くの場合一夜を明か して自然の

風光を楽 しむレジャーを指す。欧米文明 ・工

業先進国にあっては上記のようなクルージン

グの楽 しみは極 め て一般 的であ り,中 産階級

以 上の経 済力 を持 つ層and/orそ の気 のあ る

若者 ・老年層 の多 くが 自 らの ヨッ トを持 ち,

或 はチ ャーター し,地 中海,エ ー ゲ海,カ リ

ブ海,或 は南太平 洋海域 を航 海 し,ク ルー ジ

ングの楽 しみ を満 喫 してい る。

この場 合 の ヨ ッ トyachtと は 小 は20フ ィー

ト,大 は100フ ィ ー トに 及 ぶ 帆 走 艇 又 は
モ　タ　ボ　ト

機 走艇 であって(注),生 活機能すなわち宿

泊,用 便,調 理の設備を持ち,数 日,数 週間,

時に数カ月の洋上生活に耐える航海設備を持
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つ船 舶の こ とであ って,日 本人が考 え る日帰

り用 の"ヨ ッ ト"の こ とで は 無 い。100フ

ィ ー トを越す豪 華 ヨ ッ トには別 に"メ ガ"ヨ

ッ トmegayachtな る呼稱 があ り,数 少 ない例

外 を除 きモ ー ター ボー トであ り,巨 富 の象徴

と目されて いる。

本稿 の 目的は筆者 らが筆 者の所有 する44フ

ィ ー トの ヨ ッ トによって コル シカ島を一周 し

た経験 を例 に,欧 米 に於 ける クルージ ングの

実態並 び にその周辺事情(例 えば 「フェ リー

につ いて」)を 検 証せ ん とす る もので あ る。

筆者 の ヨ ッ ト歴 は60年,ク ル ーザ ー歴 は33年,

地 中海巡航歴 は8年(但 し夏期2カ 月のみ)

で ある。

(注 。 ヨ ッ トの大 きさは普通船 の全 長 をフ

ィー トで表示 す る。 トン数は用 い られない)

第1章 クルージングの問題点

夏 の地中海 を巡航す る場 合,三 つ の問題 点

が ある。

1)天 候

2)故 障

3)berthing(泊 地 の確 保 。 「birth」 に は

寝台 と船 の係留 場所 との二 つの意味 がある)。

1)夏 の 地 中海(6～9月)は 高気圧 に覆

われて概 して天 気 は安定 し,快 晴,酷 暑,微

風 の 日が続 くが,"10日 の 晴天,1日 の嵐"と
サ ンダ　ス ト　ム

云われ,突 然の 雷 嵐 に襲われ,時 に40及

至80節(20及 至40メ ー トル/秒)の 強風 に見

舞われる。海上では(含 港湾内)天 候は15分

で激変する。 ヨット乗 りはそのような天候 に

対する覚悟 と準備と練度を要求される。

2)ヨ ッ トは絶 えず故障する。筆者 の船

(船齢10年 の中古艇)も4週 間の航海中,次

の個所が故障 し,之 を修理 して事無 きを得た。

ヨット乗 りは持 ち合せの道具と技術 と経験と

工夫によって,洋 上で起る不測の故障に対処

しなければならない。
ゼ ノ ア ロ ヘ ラ 　

イ)前 帆の回転部分(展 帆収帆不能)

ロ)エ ンジンクラッチ(発 進不能)

ハ)

二)

ホ)

へ)

ト)

除 去)。

3)

ス ト ツ パ 　

エ ンジン停止機構(停 止不能)

給水ポンプ(貴 重な清水の漏水)

汚水ポンプのスリップ(排 水不能)

予備錨喪失

漁網 がス クリマーに搦 る(潜 水 して

ヨット乗 り自身の技倆で対処出来無

いのがバースの確保である。目指す港に駐船

場所が無い場合は①水,電 気の補給 を受けら

れない,② 附近又 は遠隔水面で錨泊anchor-

ingせ ねばならない,③ 錨泊はよほどの凪で

なければ内水面 といえども終夜船が動揺する。

尚且つ,夜 中に時々錨の効きを確認する必要

があるので乗員の休養 を阻害する,④ 上陸す
テンダ　

る為には通船(小 型のゴムボー ト)を 使 わね

ばならず,港 町の散策,シ ョッピング,外 食

等を手軽に楽 しめなくなる。
一方,錨 泊はヨト乗 りの至福の時である。

濃緑の岬に囲まれ,人 工物の何 ものも見 えぬ

入江に船を停め,落 日を愛でつつ杯を傾 け,

満天の星空の下,岸 から響 く降るような虫の

音の中で眼 りに落ちる醍醐味は何 ものにも代
ク ル 　

え難い。 ヨット乗 りは,天 候予測,乗 員達の

疲労度,水,食 料,燃 料,予 算(近 頃は係船

料 も馬鹿にならない)の 残量を勘案 して錨泊

か寄港かを判断 して航海計画を立てる。ベテ

ランの ヨット乗 りは概 して入港を避け錨泊を

楽 しむ。

Berthing(船 を港に着ける技術)に ついて

港にヨットを着ける為 にもまた3つ の困難

をクリアー しなければならない。

1)場 所があるか(前 項の③)

2)船 を入れ られるか(操 船の腕如何)
コネクテイング

3)接 続(水 道栓 と電気 プ ラグ の)が

可能か,の 三つで ある。

船 を桟 橋 に着 け る技 術 につ い て 「South

FrancePilot,LaCorse」 の 著 者RobinBran・

doaは 書 いてい る。

「(近年 地 中海 に於 ける)膨 大 な ヨッ トの

数 と泊地 の不足の ために ヨッ トを桟橋 に(横
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着けでな く)縦 に着けることが普通 になって
とも

い る 。(但 し)同 じ縦 着 け で もstern-to(梶
へさき

着 け)よ りbow-to(舳 着 け)が 易 し くプ

ラ イバ シー も保 た れ る(普 通乗 員 の た まる
コ ク ピッ ト スタン

操縦席は 艇 にある)。両側の二隻のヨッ トの

間の狭水面 に,特 に横風の吹いている時に,
スタン

梶 か ら船を入れ るのは高度の技術である。
フ エ ンダ 　

ゆっくりと何度も繰 り返 し,防 舷材を充分に

両舷に下げ,要 すればエンジンより人力で入

れるにしくはない」(意 訳)。

多 くのヨット乗 りは上記のブランドンの言

葉を苦い思い出と供に噛みしめるであろう。

ヨットを港に着けると係船料を請求 される。

2-3年 前 のスペインでは3～4000ペ セタ

(概略円 と等価)で あったが,近 年,ス ペ イ

ン,フ ランス,イ タリア共,円 換算4～5000

円,時 に1万 円近 く請求されることがある。

メノルカ島マホン港の如 く,港 内に錨泊 して

も小額の錨泊料(1000円 が らみ。そのかわ り,

ゴミを回収 し天気図を配達 して呉れる)を 請

求されることもある。係船料には水 と電気の

使用料が含まれ,多 くのヨット乗 りはこの為

に係船する。航海中は水 ・電気共に極度の節

約を要求される故,入 港 して水 ・電気の潤沢

な供給を受けることはヨッ ト乗 りの最高の喜

びであ り,シ ャワーを浴びて汗を流 し,髪 を

洗い,洗 濯 をする。この水道,電 気の栓,プ

ラグの型状が国毎,港 毎に異なる。同 じマ

リーナの新旧部分で異なることさえある。船

は各種の水道栓,電 気プラグを用意 して対応

するが往 々にして合わず,止 むなく事務所で

コネクターを借 り,又 は買わされる。欧州共

同体の達成が一筋縄でゆかぬ理由を痛感す る

経験である。

第2章 コルシカLaCorse(仏 領)

の概 要

1)そ の 立地

本 島は フ レンチ ・リビエ ラか ら100M(注),

イ タ リア沿 岸か ら50及 至120Mの 距 離 にあ り,

北 は ゼ ノ ア 湾,リ グ リ ア 海Liguriansea,東

は タ ス カ ンTuscan島,テ イ レ ニ ア 海Tyr-

rhenianseaに 面 し,南 は 一 衣 帯 水(only

7M)の ボ ニ フ ア シ オ 海 峡LesBouchesde

Bonifacioを 距 て て サ ル ジ 三 ア(伊)に 対 し,

西 に は220Mの 彼 方 に ス ペ イ ン 領 バ レ ア レ ス

群 島(マ ジ ョ ル カ,メ ノ ル カ,イ ビ サ 等)が

あ る 。 す な わ ち 遠 洋 航 海offshorecrusieを 志

す ヨ ッ ト乗 り に と っ て 理 想 の 目 的 地 の 一 つ で

あ る(ROBINBRANDON,SouthFrancePilot,

LaCorse,Ayachtman'sPilot,thelslandof

Corsicaに 依 る 。 以 下 同 じ)。

(注 。 船 舶 並 び に 航 空 機 は 距 離 の 単 位 に
かいり

seamile,浬,略 してMを 使 用す る。緯 度経

度 を基準 にす るnavigationに 便 利 だか らであ

る。1Mは1852m。 ま た,船 と航 空 機 は速
ノツト

度 の単 位 に 節knotを 使 用 す る。理 由 はM

と同 じ。1節 は ユ時間1浬 の速度 。時速1852

コル シカへの時間距離図

(原典:INSIGHTGUIDSCORSICA)
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メー トル。 ヨッ トの普通 の速 度,5～6節 は

概算 時速10キ ロ,高 速船舶 の巡航速度20節 は

30～40キ ロ,高 速 モー ターボー トの速度30節

は時速50キ ロ。船 とは極 めて鈍 速 な交通手段

で ある)。

2)コ ル シカ島 自体 の特徴

長 軸南 北 に100M,短 軸 は最大 で45Mの こ

の葡 萄の房 の型 を した島 は600M強 の 海岸線

コルシカ地勢図

(原典:INSIGHTGUIDSCORSICA)

を持 ち,そ の長 さはイタ リア ・スペ イ ン間の

フ レンチ ・リビエ ラの海岸線 よ り長 い。

コル シカの地勢 の特徴 は標 高2710mを 主 峯
りよう

とす る峨々たる岩山が脊 梁 山脈 となって島

の中央やや西寄 りを南北に走っていることで
りよう

あ り,こ の脊 梁 山脈が雲を作 り雨をよぶ。

故 にコルシカ島の風光の特徴は冬には雪を頂

く連峯の息をのむ威容 と濃い緑である。烈 日
オ　クルジヨン

の下に 黄土色 に輝 く岩山,岩 肌を典型 とす

る地中海島嶼の風光 と裏腹 に,濃 い植裁に山

腹まで覆われたコルシカの景観は地中海とし
たまもの

て は異例 な降水 量の 賜 と考 えられる。

3)時 間 距 離

コ ル シ カ島 の 北 東 岸 の 要 港 バ ス テ ィ ア

Bastiaと 対 岸 の至近 港Piombinoま で の時 間

路 離 は3時 間(INSIGHTGUIDS,CORSICA ,

APAPublications,HKLTD,1993に よ る),

ゼ ノ ア まで は7時 間,北 東岸 の要港 カル ビか

らフラ ンスのニ ースまで5時 間,マ ル セーユ

まで7時 間半,南 西岸 の アジヤシオ(コ ルシ

カの首都)か らニ ース まで は6時 間半 ,マ ル

セーユ までは9時 間半 であ る。

この場合 時間距離 とは2点 間の地理 的 な距

離 では な く,あ る交通機 関に よる所 要時間の

こ とであ る。 欧米の多 くの旅 行案内書 は利 用

客 の便 宜 を考 え,地 理的距離(ヨ ッ ト乗 りを

除 く始 ん どの客 は興 味 を持 たない)の 代 りに

二点 間の距 りを時間で表示す る。 この場合 の

「あ る交 通 機 関」 とは客 船 で あ り,こ の場合

の客 船 とは フェ リーで あ る。(P .48「 時 間距

離 図」参 照)

4)フ ェ リーについて

世界 の多 くの海域 は フェリーに よって密 に
つな

継がれてお り,地 中海 も例外ではない。筆者

はかつてエーゲ海を客船で巡航 した折,寄 港

地毎 に同じ高級車が件の客船の到着を埠頭で

待 ち構 えている事実を認めた。エーゲ海の

島々を巡るこの観光客船の乗客の一人である

富豪の自家用車が,港 々でその富豪夫妻 を出

迎え,彼 らを観光地又はホテルへ送迎するの
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で あった。上記の事実 はエー ゲ海 の島々が,

あ たか も橋 でつ なが ってい る如 くフェ リーで

つ なが れ,人 々 はエ ーゲ海 を 「ドライブ」す

るこ とが可能で ある ことを示す。

もう一例 を紹介す る

今 回の航海で コル シカの南西 の要港 プロプ

リアー ノProprianoに 寄 港 した所,隣iに 舫 っ

ている大型 クルーザ ーの船上 の ドイッ人 に ド

イツか らどの よ うにして 当地 に到 着 したか と

質問 した ところ,彼 は即座 に極 く自然 に,
バイカ　

「車で」

と答えた。彼は ドイッから自分の車を運転
そ

して当地 に至 り,友 人 と交 替 して件 の船 に乗

り,友 人 はその車で ドイ ツに帰 った。 この よ

うなこ とが極 く自然 に行 なわれ,語 られて い
ネツトワ　ク

ることは,地 中海がフェリーの網の目で密に

結ばれ,あ たかも橋を渡るかの ように車が海

上を行 き来 している事実 を示す。

ドイツからコルシカへの"ド ライブ"マ ップ

「昼 と夜」

ア ン トン ・サ ン ・テ クジュペ リの 「夜間飛

行 」(1931年 刊)に 明記 され てい る如 く,か

つ て 交 通 機 関 と して の 航 空 機 の泣 き所 は

「夜」 であ った。 「折角,汽 車や汽船 に対 して,

昼 間 に勝 ち優 った速度 を,夜 の 問に失 って し

まう とい うことは,実 に航 空会社 の,死 活 の

大 問題 だ」(仏 航空 会社 の支 配 人 リ ビエ ール

の言 葉堀 内大学 訳)。 夜 も動 き続 ける汽車,

船 舶 に対抗 す るため に,リ ビエ ール は当時極
ボア ドウニユ イ

めて危険であった夜間飛行に部下のパイロッ

ト(テ クジュペ リもその一人であった)を 駆

り立てた。

意外 なことに,船 舶は現在でも航空機 に対

して 「夜」の優位 さ保 っている。

航空機の速度の優位 については問題は無い。

航空機はニース,カ ルビ問を1時 間足 らずで

飛ぶであろう。だが,航 空機 には待ち時間手

続 き時間というものがあ り,空 港への往復時

間がある。一方,航 空機の客 といえども夜 は

ホテルか航空機の中で寝る。フェリーの客は

夕刻ニースの埠頭 に着き自分の車でフェリー

に乗 り込み,要 すれば客室で,で なければ長

椅子で手足を伸ば して仮睡し,翌 朝 カルビの

埠頭に着 き,直 ちに ドライヴにスター ト,或

はホテルに乗 りつけてチェックインする。 も

しフェリーの料金が航空機 に比 して割安であ

るならば,時 間に制約されぬ若者や1週 間,

10日,或 はそれ以上のバカンスを持つ庶民大

衆にとって航空機に乗 らねばならぬ理由は無

い。 フェリー会社はそのような市場を前提 に

し,「夜」の優位を考慮 した時刻表 を組み,

航空機 に対抗 し得る価格優i位の保持に努める。

尚且つ,フ ェリーは客船で もあ り,自 動車無

しの乗客にも門戸を開いている。コルシカ或

はエーゲ海の島々に着いたフェリーから吐き

出されるバ ックパッカーの大軍の盛況は夏の

地中海の風物詩である。

現代のフェリーはフェリーという言葉の古

いイメージに固執する人々の眼を驚かせる。
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地中海 を縦横 に疾駆する新型 フェリー

流麗な船体,多 彩な彩色をほどこされ,高 速
まか う

モー ターボー トか と見 紛 ばか りの最新 フェ

リーが水平線 を走 り来 り走 り去る姿 もまた夏

の地中海の現代の風物詩である。船舶の航空

機に対するもう つの絶対的優位すなわち搭

載量(客 並びに車輛の)を 考えれば,フ ェ

リーの地中海観光に対する寄与の大 きさは
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計 り知れないと想像 し得る。

次に地中海 フェリー会社の時間表,価 格表,

船体断面区分図,諸 サービスを顕示 したパ ン

フレットの 例 を示す。フェリーとは 「車輛

運搬のついで に客を乗せ る船」ではな く。

「自動車 も積 める客船」であることを人は認

識す るであろう。
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ケ　ススタデイ

第3章 寄港地の実体験

1)プ ロ プ リア ーノProprfano

バ レ ア レス群 島 と コル シ カ島 間の距 離 は

200浬 余,途 中 に島 が無 い。航 海時 間 は50時

間,2晩 の夜 間航 海 を必 要 とす る。夜 間航海

は常 に危険 であ り乗 員 を疲労 させ る。 バ レア

レス群島最東端 マホ ン港 か ら最知距離 にあ る

コル シカの海港 はプ ロプ リアー ノである。

プ ロプリアーノ入港 は上記 の理 由に依 る。

プロプ リアーノ鳥瞰図

並び に地図(原 典:Brandon'sPILOT)

プ ロ プ リ アー ノ は バ リ ン コ湾Golfede

Valinco奥 深 くにあ る天然 の 良港 で,仏 本土,

サ ルジニ アへ の フェ リーが発 着す る。 この地

はまた,サ ルジニア独立運動 の テロ リス トに

よって フランスに よる統治 の シンボル と目さ

れ た郵便 局が3回 にわ たって爆破 され た こと

で名高 い。夏 の地 中海の ヨ ッ トハ ーバ ー,マ

リーナは駐 車難 な らぬ駐船難 が定常化 し,当

地 も逐次 マ リーナの拡張 を行 ってい るに も拘

らず,筆 者 の艇 は桟橋 に空 きが無 く,交 渉 の

とも つ

末,堤 防の外の大型船泊地に錨を打って梶着
バウ

け(stern-to,艦 に錨 を打 ち舶 を堤 防 に ロー

プで固定)す る ことによって2日2晩 の航 海

の疲 れ を癒 し,水 と電気 と食料 の補給 を行 う

こ とが出来 た。

アジヤシオ鳥瞰図

並び に地図(原 典:Brandon'sPILOT)
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2)ア ジヤシオAjaccio

コルシカの首都であり,コ ルシカ第2の 都

会であるアジヤシオは,ナ ポレオンの生地と

して名高 く,彼 の生家(MaisonBonaparte,

港から歩いて5分)は 観光名所 となっている。

当港は全長1.8キ ロに及ぶ広大な多目的港で,

商港 ・漁港 ・プレジヤーボー ト用マリーナに

分れている。

漁船 とヨットの共生

地中海の港の特徴は漁港 とマリーナ,ヨ ッ

トハーバーの共用,漁 船 とプレジャーボー ト

の共存共生共栄である。生産者(す なわち漁

船,漁 民)優 先の日本人の意識から見れば意

外或は驚愕に価するが,欧 米 レジャー先進国

では当 り前の状態である。沿岸漁業が衰退 し,

漁民並びに地域住民の収入の重点が観光収入

に移る変化は地中海ではすでに完了 し,い わ

ば歴史上の事実 とな り,日 本に於ける如 く,

漁民 とプレジャーボー トと行政が三巴になっ

て泊地 と航海水域 を争 ういわゆる 「不 法係

留」問題は過去の物語 となり,殆 んど話題に

ならない。

漁船の行動様式

それでもなお,漁 民は今でも海は自分達の

畠,自 分達の庭だと考えている点は日本の漁

民も地中海の漁民 も全 く同じで,具 体的には,

地中海で も漁船は海上交通法規 もものかわ,

日本漁船 と同じく港湾内でも高速で走 り,港

外では随所に網 を入れ網を曳 き,タ コ壷等の
ア バ

底生魚捕獲用漁具を布設 して浮標 を浮かべ る。

之等はすべてヨットの航行の障害となるが,

ヨット乗 りは之 らを天然自然の障害と見な し

て回避する。その一方で,漁 民はプレジャー

ボー トに割当てられた桟橋の附近 に仮設又は

常設の魚市場を開いてヨット乗 りに新鮮な魚,

エビ,カ ニ,貝 類 を売る。この ような直売以

外に正規の市場に並べ られる魚介類の主たる

買い手 も近傍のホテル,レ ス トランすなわち

観光産業であること,す なわち生産者とヨッ

ト乗 りの共存は共栄であることを漁民はよく

知 っている。 日本 の一部 に残 る漁 民 とプ レジ

ャー ボー トの確執が話題 になるこ とはまずな

い ○

筆者 らの艇 は 「旧港 」VieuxPort内 に舫 い

を とろう として空 きを見 つけ られず,係 員 の

指 示(と 好意)に 従 って大型船用 の岸壁 に投
とも つ

錨 し 艇 着 けstern-toす る こ と が 出 来,水,
テンタ　

電気並びに通船 に依 らざる上陸の便宜 を得た

のは好運であった。

前記の通 りアジヤシオはコルシカ第2の 大

都会であ り首都である故,広 大なフェリーの

埠頭を有 し,筆 者ら到着の日の夕刻から翌 日

の午前の出航 までの問,最 新型の巨大 なフェ

リー並 びに美麗 な観光客船が次々に入出港す

る状況を観察出来た。
とも

フ ェ リ ー はstern_to(艇 着 け)す る と す
スタン ラ ノ ブ

ぐに梶 の巾広い斜路 を降ろ して積載 してい

た車輛並に乗客 を降ろし,広 大 なパーキング

に4車 線で待期 していた車輛 を積み込み,出

航 して行 く。乗船する車輛の中には普通のセ

ダンが トレーラーを曳き,そ の上にマス トを

倒 した中型の ヨットを乗せている姿が見 られ

た。 自分のヨットを自分の車で運び,当 地の

マリーナで海に浮かべてクルージングを楽 し

むことは,技 術的には問題無 く,経 済的な方

法なのだと忖度 された。朝早 く着いたフェ

リーか ら降 りた若い男女のバ ックパ ッカー十

数入が,す でに熱暑 を加 えつつある地中海の

バステイア港に居並ぶフェリー と観光客船

(手前は筆者のヨット)
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フェリーの車両乗降口

乗舟を待つ車の列

積み込 まれるヨッ ト

仮眠するバックパ ッカー達

烈 日の下 で,パ ーキ ングの広場 に車座 になっ
か し

て雑談 し,或 はペ ッテ ィング し,或 は河岸 の

鮪 の よ うに正体無 く仮 眠 して いる姿 を見,現

代 の若者達 の生態 と逞 しさを見 る思 いが して

印象 に残 った。恐 らく彼 らの多 くはマ ウ ンテ

ンバ イク を借 りて コル シカの名 だたる山岳地

帯 を駆 け巡 るの であろ う。彼 らの若 さ と生命

力,自 由な生 き方 にそ こはか とない嫉妬 を感

じつつ船 に戻 った。

PILOTに つ い て

地 中海 を航 海す る ヨッ ト乗 りが必携 す る三

種 の神器 があ る。

① 海 図

②GPS

③PILOT

の 三 つ であ る。 「航行 す る」 なる言 葉 は正

確 に は 「navlgateす る 」 であ り,navigation

とは 「位置 を確 かめ る」 ことであ る。 ヨッ ト

のナ ビゲ ーシ ョンは 「現在位置 の確定」 に始

ま り終 る。GPS(globalposltlonlngsystem,

地 球 規模位置確 定装置)な る名称 はこの機械

の機 能 を正確 に表現 している。十万円強 の価

格 で手 に入 り,ア ンテナを別 に して卓上 テ レ

ビ程 の大 きさのGPSは,十 数 メー トル の精

度で船の現在位 置 を緯度,経 度,秒 単位 で表

示 して呉 れ,風 力,潮 流,自 艇 の速度 に惑 わ

されぬ 船 の絶 対 速 度(対 地 速 度 と云 う)を
ノノト

節 のコンマ以下まで正確 に表示するか ら,
プロノト

航海者はGPSの 数値 を海図上 に記入するこ

とによってGPS以 前 には考え られぬ正確 さ
ナヒゲ　ノヨン

と安易さで 航 海 を行 うことが出来る。例

えば暗夜に(こ の場合はレーダーを併用する,
あ れ ば

ifeny)未 知 の港 湾 に進入 す る場 合,GPSは

神 様 で あ る。 周知 の如 くGPSは 莫 大 な費 用
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をかけた米国の軍事衛星(複 数)の 電波を無

償,無 断で借用 して作動する。 もし米国が衛

星の電波使用に何 らかの制約を加えれば(可

能である)全 世界のヨッ ト,船 舶,航 空機,

車のナ ビゲーシ ョンは 「GPS前 世紀」 の状

態に戻 らねばな らない。

PILOT(パ イロッ ト)な る言葉には三つの

意味(① 操縦者②水先案内人③水路誌)が あ

り,ヨ ット乗 りの必携するのは③水路誌であ

る。日本にも運輸省公刊の水路誌があるが,

本船(商 船等営業用大型船)用 であってプレ

ジャーボー トを対象に書かれていない。一方

海外 プ レジ ャー ボー ト先進 国 では各種 の
パ イ ロ ッ ト

水路誌が出版 され,広 くヨット乗 りに利用さ

れている。 日本の政府刊行の水路誌 と異なる

点は筆者が個人であ り出版者が私企業である

点である。次に地中海で最 も広 く愛用 されて

いるRobinBrandonのPILDTを 示す(写 真)。

ヨット乗 りは航海計画を立てるに際 し,①

無理の無い1日 の航海距離を決め(30及 至50

浬,時 間距離6節 と して5及 至8時 間)② 明

るい うちに到達 出来 る海域(高 緯:度夏時 間の

地 中海の 日没 は7月 は21時,8月 は20時 半 前

后)に,③ 然 るべ き港又 は泊地が あるか ない

か をPILDTに よ って調 べ る。次 に コル シカ

東 岸Solenzara港 に つ い て のPilotの 記 載 全

文 を一例 と して示 す。

3・21PortdeSolenzara

20145CorseduSud

Po∫f`ゴoπ41。51'・45N9。24'・30E

ル伽fη1翼η348μ ぬin!heriverenIrancelto2m(3・3to6・6ft)

imheharbouremrance4m(Bf【)

intheharbour3to1・5m(9・8to4・9ft)

照 澁ぬ(ゾ1ゐ88πεrαπ`820m(66fI)

丿V翼Pπうθrげ 加r廊500

ルfαx廟翩'θ πg'ぬoりθ砌」'30m(98ft)

Poρ 犲」α8foπレ500approx

R4f加93-4-4

Genem夏

Anardfic三alyachtharbourw三thpontoonsandquays

Softhemouthofariverwherethereisabarwhich

isconstantlychanging.En!ry⑩theriver三sonlypos-

sibleincalmweatherbecausetheseasbreakonthe

barwithanyonshorewind,butonceinsideexceUent

protec!三 〇nisavailable.Facilitiesarelimitedbut

皇yerydayrequirementscanbemeLThevillageand
areaarequkepleasantbutbecomeverycrowded

withholidaymakersandcampersintheseason.The

newyachtharbourhasallf註cilit三esandiseasytoen-

terexceptwi1hstrongSFwinds.

Data

Charts

Admiraky1999

French6855

ECIM1007

1》【agneticvariadon

O。05'W(1990)decreasingbyγeachyear.

Weatherfbrecasts

PostedtwiceadayatB翼r8α 翼48Poπ,Recordedfbr㏄as匙

(French)(麿95213271and9520122監).

Airradiobeacon

Solenzaraairfield(41。56'N9。24E)SZA(11)349

kHz80M.

Ligぬts

Leadi鰍g耋igbts(intended)FrontOc(2)WRG。6s.White

stripeonblacksquareonwhitepostwithblackIop.

213。 一W-357。 一R-015。.RearOc(2)W.6s.Blackstripeon

whiにsquareonwhi竃epos:。

Yachtharbo"rDiguedeLarge血eadOc.W.6s(band),E且 ・

bowFvio星edromawhiξetower.

Quaid'Accuei10c.R.12s(band)
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Buoys

Agroupof41argewhilemooringbuoyswithEcard三nal

匪三ghtbuoy,BYB今topmark,F1(3)10s,toseawardofthem

lieso∬ 由e'coastsome2踊toNwheretherelsanoiherml-

nalR)r莚heairfield,

Approac島byday

Froη13Fromthewideanddeep.Gol琵dePortoVec-

chiotowardstheN,thecoasthas!wolargegulfs,

thoseofSaintCyprienandPinarellu,andanumber

ofsmallerbays.TheconspicuoustowerontheIle

andPointedeFaut6aandthewideAnsedeFavone

whichhassomehousesaroundthebaycanberecog。

n三sed.InthedoserapProach.thelargeblocksofflats

locatedlustinlandoftheharbourwillbeseen。

Froη32VThecoastfromCampolorotoξheShasfbw

easilyidentif1ablefヒatures.ThelighthouseAlistroon

ahillinlandiseasilyseenandthesmaUlettiesatthe

en!ranceto由e彡fα πg50fDianeandUrbinowiilbe
.idemifiedifcoastingdo

seln..Averytallwatertovψer

some21Winlandfromthemouth.oftheTa亨ignano

riverandtheairfieldatSoユenzarawithitsomying

buoys.mayalsoberecognised.Inthecloserapproach

thehousesandblocksofflatsatSolenzarawillbe

seen.Keepatleast500m丘omthecoasmearthe.air一

藪elditisfbu丑withrocksinshore.

Approachbynigbt

The践ghtsgivenbe!ow.a亜lowanapproachbynightto

bemadetotheareabutunti玉theIlewlightsarein-

stalledatSolenzaraacloseapprOachwouldbedan壁

gerouswithoutalpreviousvisitindaylight.

PointedelaChiappaF1(3十1)W.15s65m24瓢White

squaretowerandhousemark6dαfα ρρ4inred.

み畳istmF1(2)W.10s93m22瓢Grey8-sldedtower,red
house,b韮acklantern.

Anchorageintheapproacb

Anchor脆IMdueNoftheriverentrancein5msand

opentoNE-E_F.

Entrance

βy4¢yApproachtheheadofDigued廿Largeona

NWcourserounditat20mintotheharbour.

βyπfgゐ εApproachOc.W.6s(band)onaNWcourse

andenterbetweenitandOc.R.12s(band)intothe

harbour.

Be曲s

Secureto負 」elquayohporヒhandinSidetheentrahce

andawaltinstruct三 〇nsorobtainthemf㌃omBμ 脚 鉱4θ

Porε 」3erthsareonpontoonswith`丘ngers,.

Fomalides

B翼rθα潔48Poπ(嗇95574642).OpenwinterO800-

UOOand1400-1700.SummerO800-2000.A∬bfr85

ルfα前 諭8∫andcustomsatBonifacio.

C翫arges

ThereareharbourCharges.

Facilities

∫1φ5As!ipinSWcorneroftheharbour。TwomoreonW

sideofharbour.

∬ αrdHardsIandingfbryachlsonWsideoftheharboロr.

α απ8A4-tonnemobi1ecraneisavailable.

Trα 彩8'一ゐol∫fAtrave1-hoisξof25IonnesavailableonWslde

ofIheharbour.

.Fμ81ApeIrolpumpnearther三verquay,ano【herinyacht

harbour.AservicesIa匸ioninlheviliagewheredieseland

pe匸rolareobta三nable.OpenO70(レ1200andl300-2100

hours.

晩 ∫8rFromヒapsonpomoonsandquays.

E18αrf`fり'220vACpoimsonpontoonsandquays.

Pro勿 ゴ∫foπ∫『Shopsin!hevillageincludingas叩ermarkeτ.

1cθFromtheB㍑rθ α翼48Por`.

C加 π4'8りpTwoshops.

Rθ ραfr∫Engineandhu量 量repairspossib!e,

Po5`ρ ノ万`8.APTTin匸hevillage.

.∫ぬoω 群∫FourshowersandWCs。

110ご8'∫One★ ★★,three★hotelsand行veunc韮assified.

R6∫ 如μrαπ`∫ 鼡anyresτauramsandm鋤yca卸bars.

yα`ゐf`'麗 δ αubNauliquedeSolenzara(盈95574001) .

∫ψ η砌zfoπ(ガ …`θ.TheSyndicatd'Initiativehasanomcein

lhevi且lage(蜜95574375).

V勧 ∫ThearchaeologicalsiteatAl6riawhichlies14」MtoN
.i
soneofthemostlmpor【anωntheislandandthenearby .

museumhasasp1endid.collectjonofGreekandRoman

ceramics,probablythebesτin由eworld.Thereare

tracesoftheoriginalRomanroadfro鷓beyondAl6r童ato

nearBoni血cio.Thlsroadwasmentionedin匸he拓 η8rα押

ψ1刎 θπん伽 π∫.

ル184fcα'Adoαor三savai且ab監e,

88α`乃ExcellentbeachtoN.

C・ 加 規嘛4'f・ π∫Busservicea!・n帥ec・asL

Futuredevelopments

Improvemen匸sandextrapontoonsareplanned・

Histo】ry

Thereislitderecordedhistoryofthisharbour.Be-

causeitwasontheNtoSrouIeitwasprobablya

smallsettlementwithfishingcra血workingoutofthe

rivermouth.Recenttouristdevelopmenthasen-

1argedIhev紐1agecons三derably...

3)バ イ デルポBaid'Elbo

ア ジ ヤ シオか ら北 上 しカル ビCalviに 至 る

海岸線 はコルシ カ沿岸 で も最 もコルシ カ らし

い,屈 曲 と奇岩怪 石 の入江 が続 くこ とで知 ら
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BaiedeElbo

Probablythemost魚ntasticandbeaud釦1areaindle

vefyattrac廿vesectionofcoastthatstretches倉om・

hereasfarSasCapRossa.Thecliffs,islandsandis-

letsareofdarkredrockandthe三rsh3pesaremost

extraordinary.Theseaiscleardarkb畫ueandmostof

thelandiscoveredwithlightanddarkgreenvegeta-

tion.Theareais・anaturerese】rve,fishing,subaqua

divingandcampingarefbrbiddeh;alsolandingon

theislandsormainlandisnotpe㎜ittedandnoboat

㎞aystaylonger【han24hoursinthearea.Seepage

ll2fortheboundariesofthearea.Inaddidontothe

anchor琴geintheIMarined'Elbotherearemany

creeks,cavesandfissurestoexploreinthearea,

somehaveverticalsides,anidealplaceforfantastic

photographs.OpentoNW-N-NE

れ る。 筆 者 らはそ の 中で もBrandonが 賛 嘆

お くあた わ ざるElboの 入 江 に錨 を打 ち,忘

れ 難 い一夜 を過 した。 上 にPILOTに 記 され

た海 図(前 ペ ー ジ)とBrandonの コ メ ン ト

を転記 す る。

c勲 纛蹠}履 ごみ畫触 幽《}欝

カルビ鳥瞰図並びに地図

(原典:Brandon'sPILOT)

4)カ ル ビCalvi

1795年,ネ ル ソ ン麾i下のイギ リス艦 隊は四

千 発 の砲弾 をフラ ンス軍 の守 る こ と海城 に見

舞 い,城 は降伏 し,ネ ルソ ンは戦傷 で隻 眼 を

失 った。 コロ ンブスは この地 に生 れた と云 わ
'れ
,ナ ポ レオ ンは一時 この地 に亡命 し,フ ラ

ンス外 人部隊 は1963年 に アルジエ リア を撤:退

して后,こ の地 に駐屯 してい る。近年,カ ル
ツ　 リズ ム

ビの最大の産業 は,勿 論,観 光 である。美

しい古城に守 られたこの由緒ある海港 に航い

をとろうとしたのは今回の航海計画の最大の

間違いであった。カルビは盛夏の地中海域中

最 も駐船が困難な港であることを筆者 らは知

らなかった。この港に7月 の末に予約無 しに

(日本か らの予約 は可能 だが至 難)バ ース

berth(停 泊位置)を 得 ようとしたのは筆者

らの地中海の駐船事情に対する無知の証明で

あ った。止むな く筆者 らはカル ビの北東5浬

にある小港サンタンブロジオSant'Anbrogio

(地中海クラブがある)に 赴いたがここで も

木戸 をつかれ,再 び止むな く地中海 クラブ会

員の遊び戯れる近傍の砂浜の沖に錨泊 し,サ

ンタンブロシオ港にゴムボー トで上陸,同 港

の レス トランに依頼 してタクシーを呼び(す

ぐに来る)カ ルビと往復 した。
あしぶね

Tender(テ ン ダ ー,は しけ,足 船)に つ

い て。

地 中海 を航行 す るヨ ッ トは押 しなべ て テン

欧米 では子供 が操 るテンダーは日本では16才 未

満 は使用禁止。
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ダー を携 行 している。普通4～6人 乗 りの ゴ

ム ボー トで,小 型船外 機又 はオールで動 かす。

船外機 の90%以 上 はYAMAHAで あ る。 テ ン

ダーは ヨッ トの足 であ り下駄 であ って,沖 泊

りす る場 合の上陸 には欠かす こ とが出来ず,
ダ ビ ツ ト

多 くの ヨットは艇に曳航するか艦の支持腕 に

吊るすか甲板 に積んでいる。

GuidedeMichelin(ミ シ ュランの ガイ ドブ

ック)に つ いて

長期の航海 の場 合 には,中 間に休 養期間 を

と り陸上 のホテル に泊 る ことが望 ま しい。今

回の航海計画 ではマ ジ ヨル カ島の母港 を出航
ナ イ ト

し,メ ノルカ島 に渡 り,夜 間航海 を含 む海上

生 活一週 間の后,カ ル ビで ホテル泊 を予定 し,

日本 か らホテル"LaVilla"の 予 約 を した。

前期 ヨ ッ トのナ ビゲーシ ョンの三種 の神器

に次 いで ヨ ッ ト乗 りの 「必 携」 は ミシユ ラ ン

のガ イ ドブ ック(GuidedeMichelin)で あ り,

就 中,ホ テ ル,レ ス トラ ン選択用 の赤 表紙 の

ミシユ ランで ある。筆者 は海陸 を問わず長年

の海外旅 行歴 の間,同 書記 載の情報 に裏切 ら

れ たこ とは無 い。

Hotel"LaVilla"

室 数 僅 か25室 の この小 さなホテ ルは創業 僅

か に3年,港 の背后 の なだ らか な丘陵 の中腹

にあ り,北 に開 け た カ ル ビ湾 を見 おろ し,

LaVi11aの 夕 暮

満々と水 を湛えたプール越 しに左手に浮城の

様な城郭,右 手に緑の茂林 と牧場,眼 下の水

面に絵の様に浮かぶヨッ トの艦隊を眺め,夕

景には落 日が城壁を茜 に染め,夜 は星をち り

ばめたような街の灯,船 の灯を眺めつつプー

ルサイ ドで夕食をしたためるという,恐 らく

世界の リゾー トホテルのうちで も十指に入る

絶佳の眺望 を誇っている。このホテルの発見

は今回の巡航の大 きな収獲の一つであった。

5)バ ス テイアBastia

コル シカ島北西岸 の要港バスチ アは長 くコ

ルシ カ島 の首都 で あ り,今 で もコルシ カ最大

の都 市で あ り,1794年 ナ ポ レオ ンは この港 か

ら彼 の壮大 な人生 に出発 し,2年 后 ネル ソ ン

はこの港 か らエルバ 島へ の英 軍の脱 出 を指揮

し,近 くは1942年 に この港 に上陸 して コル シ

バ ス テ ィア 港 図(原 典:Brandon'sPILOT)
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カを占領 した イタ リア軍 は1943年 に は逆 に レ

ジス タ ンス と協力 して ドイッ軍 か ら当市 を解

放 し,1990年 に は 新 設 の ヨ ツ トハ ー バ ー

PortoTogaの 事 務 所 が コル シ カ独 立 運動 の

過激派 に よって爆破 され た。 に も拘 らず,今
ツ　リズム

や バス チ アの主要 産業 は,勿 論,観 光 で あ

り,以 下述 べ る3つ の港 はヨ ッ トとフェリー
いん

によって殷 賑 を極 めてい る。

全長1.5キ ロ,南 北 に伸 びるバ スチ ア港 は①

絵 の様 に美 し く雅 致 に富 ん だ古 い漁 港The

VieuxPort,② 巨 大 な商業港並 びに フェ リー

の埠頭 を備 えるPortSt.Nicolas,③ 近 代設備

と400隻 を越 すバ ースを誇 るヨ ッ トハ ーバ ー,

PortToga,の 三 区画 に分かれ る。

バスティア港烏瞰図(Brandon)

並び に旧港夜景

旧港 と新港

Ajaccioに も見 られ た通 り,一 般 に新 設 の

ヨ ッ トハー バ ー は収 容 力大,給 水,給 電,
チヤンドラリヘ ボルボペンタ

船具店,修 理屋,上 下架施設等 も整い,酒

落 たブチ ク,土 産店,バ ー,レ ス トランが軒

を連 ねるモ ダ ンな シ ョッ ピングモ ール も併設

され るのが 普 通 で あ るか ら,便 益,快 適,
バ 　 ス

泊地確保 を考 えるな らば新設 のマ リーナ を運

ぶべ きであ る。

一方
,旧 港VieuxPortは 古 くか らの漁 港

を手 直 しし,漁 船 と肩 を寄せ 合 って ヨッ トを

留 める風情が あ り,雰 囲気,景 色,人 情 を楽

しもうとす る ヨッ ト乗 りは旧港 を選 ぶ。

旧港 もす でに漁港 と しての使 命 は終 え,収

入 の主体 は観光 であ り,ヨ ッ ト以外 に陸路徒

歩,自 動車,バ ス,バ イク等 で訪 れ る客 も多

いか ら,旧 港 の周辺 に もまたバー,レ ス トラ

ン,土 産店 が並 び,港 湾施 設 もヨ ッ ト用 に整

備 され,プ レジヤー ボー トの為の港 湾事務所

(民営,自 治体 運営)も あ るか ら,多 くの ヨ
ノく 　 ス

ット乗 りはまず旧港をのぞき,泊 地の無いこ
バウ

とを確めて新港へ舶を向ける。

古びた高い建物 に囲まれ,港 口を古い城砦

が守るオペラの舞台のようなバスチアの旧港

に乗 り入れ,出 迎えたゴムボー ト上の作業員
ノく 　 ス

に港の奥の泊地を指示された筆者 らは文字通
つね

りほほを抓る心境であった。

東岸と西岸

コルシカの海岸線は屈曲に富み,そ の全長
コ　 トダ ズ　 ル

は仏 ・伊国:境から仏 ・西国境 に至る紺碧海岸

より長い と云われるが,山 岳が海に迫 り,大

小の湾や入江が続 き屈曲が多い(当 然海岸線

が長 くなる)の は西岸の特徴であって,之 と

は対象的に,島 の東岸は砂浜が続 き,山 岳 と

海岸線の間に原野が拡うが り,北 部のバスチ

ア,南 部の"古 い港"PortVecchioの 問には

規模 の大 きい天然の良港が無い。

ここで筆者 らは二つの研究課題を持 った。

① イタリア本土に近いにも拘 らず地型上

良港に乏 しく,従 って大都会の無い砂浜に如

何なる観光開発が行なわれているか(観 光文

化論の視点),

② バスチアーボル ト・ベ ッキヨ間70浬 の

航海の中間点 にどの港を選ぶか,或 は長駆70
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浬 を一 日で走破するか(ヨ ッ ト乗 りの観点)

の二つである。「未知の港には充分の余祐 を

もって 日の高いうちに入港する」はヨット運

航の鉄則である。特に,泊 地確保が不確かな

場合(今 回のように)は,港 外又は近隣…の入

江に安全な錨泊水面があるか否かをあらか じ

め調べてお くのもヨット運用の鉄則である。
のつと

上 記 「鉄則」 に 則 るな らば,長 駆70浬(10

時 間)の 走破 は避 けるべ きであ る。 この よう

な場 合,陸 上用 の"ド ライブマ ップ"は 役 に

立 た ない。PILOTが 必 携 であ る理 由で あ る

(但 し,PILOT無 しで,四 囲の地 形状況,気

象等 諸般 のデー タを勘案 し,泊 地 を選 定す る

コル シカ島港湾配置図

(原典:Michelin)

最 低 限の能力 も当然 ヨッ ト乗 りに は要求 され

る)。

筆 者 らはPILOTを 調 べ,バ ス チ アー ボル

ト・ベ ッキ ヨ問 に カ ンポ ロー ロCAMPOLO

RO,ソ レ ンツア ラSOLENZARAな る 二つ の

新設 マ リーナが存在 す ることを知 った。

再 び地図 を検す る に,コ ルシカ東 岸 は西岸

と異 り,海 岸線が単調 で屈 曲に乏 し く(事 実

上無 く),と こ ろ どころ に砂洲 に囲 まれた広
がた

大な潟Etangが ある。塩 田又は自然観察には

適するがこのような地型 はヨットめ泊地を提

供せず,ヨ ッ トの泊地 を欠けば上質の観光開

発 にもさ しさわる。加えて平均30浬/日 の

(のんび りした)航 海計画を立てるヨットに

対 してバスチア,ボ ル トヴエツキヨ間70浬 の

距離は遠過ぎる。その中間点に適当な距離を

開いてちゃんとマ リーナを新設するところに
たんげい

コルシカ官民の端倪すべ か らざる観光指 向 を

見 る(バ ス チ ア,カ ンポ ロー ロ,ソ レ ンツ

アーラ,ボ ル トヴエ キオ間の距離 は夫 々概 略

22浬,31浬,19浬)。 両港 共 にかつ て は寒漁

村 であ った ところ に近代 設 備 を持 つ収 容 力

500隻 の マ リー ナが建設 され,附 近 に は高 層

の コン ドミニ アムが建 ち 「かつて は河 口 を利

用 した小 さな集落で あったが,近 年 の観 光開

発 に よ り,村 は急速 に拡大 した」(ソ レ ンッ

アー ラの 「PILOT」 の 「歴史」 の項一13ペ ー

ジー の記述 参照。 尚ブラ ン ドン氏 は観光 開発

に対 しては常 に批判的意見 を表 明 している)。

海上航行 中の ヨ ッ トか らの観察 によって も,

濃 い緑 の山旄の中 に随所 に コン ドミニ アム,

別 荘 集 落 を見,浜 に はパ ラ ソル,ウ イ ン ド

サー フィ ンの帆が林立す るの を見 た。東 岸 も

また,駸 々乎 と して観光 開発 の波 に洗 われ初

めたか に見 える。

東岸 の マ リーナの特徴

上記二港 では事前の危惧 に反 して作業員 の

歓迎 を受 け,直 ちに泊地 を確保 出来,酒 落 た

カフェ ・テラスか ら広 々 とした周 囲の緑,静

か に浮 くヨッ トのマス トを眺 め,西 岸 と全 く
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異なる落着いた雰囲気を満喫出来た。東岸は

イタリア本土に面するにも拘 らず観光開発が

未だ しの理由は,前 述の通 り,西 岸に比 して

①港湾適地が乏 しく従って②大都市が少 く③

有 名 な観 光 名 所 を 欠 く こ と の 他 に④

「PILOT」 を持たぬ ヨット乗 りの多 くが之ら

新設マリーナの存在を知 らず,最 后に⑤やは

り多 くの観光客は静かな自然の中に憩 うより

は有名な観光名所 にまず赴 く性向がある,

等々であると思われる。

PortoVecchic(略 す)

Bonifacio(略 す)

総括

これを要するに,ク ルージングを楽 しむ為

には,操 船技術,天 候予測,機 器修理,語 学

等の最低限(相 当に高度)の 能力を必要 とし,

機器の故障,天 候の激変,異 国入との(時 に

友交的ならざる)接 触,接 衝等不測の事態に

対処する知力,気 力,体 力を備 えていなけれ

ばならない。港々,入 江,海 浜等で多様な国

籍のクルーザー(筆 者の艇を含む)が 問題 を

起 して難渋 し,互 いに声高に争 っている光景

を見るのは少 しも珍 らしいことではない。注

目すべ きは,上 記の如 き危険,問 題点を抱え

るクルージングという遊びが欧米レジヤー先

進国では広範に普及 し,地 中海のみならず世

界の海洋で無数のプレジヤーボー ト乗 り達が

日常茶飯事のように船遊びを楽 しんでいると

いう事実である。
エンサイン

国旗

地中海在泊,或 は航海するすべてのプレジ
エ ンサイン

ヤーボー トは国籍旗を掲揚 している。軍艦 ・

商船が国籍旗 を掲揚するのは海上法規の定む

るところであるが,殆 んどの沿岸漁船 もまた

国旗 をなびかせているのは国境を接する欧州

諸国の必然であ り,日 本国の如 き絶海の孤島
こと

と習慣 を異にする。祝祭 日に殆んど国旗 を掲

揚せぬ戦后の日本 と違い,海 外では無国籍は

無宗教 と同 じく警戒され尊敬 されない。地中

海で見る国旗は当然当該地の国旗が多数(マ

ジヨルカではスペイン国旗,コ ルシカではフ

ランスの三色旗等)を 占めるが,隣 接国との

距離並びに通貨の強弱を反映 し,マ ジヨルカ,

メノルカを含むバレアレスでは赤 ・黄 ・赤の

スペイン旗に次いで黒 ・赤 ・黄の ドイツ旗が

圧倒的に多 く,仏,伊 と共にスウェーデン,

ノルウエイ,ブ インランド,デ ンマーク等の

北欧旗 を散見 し,稀 に星條旗 を見ることもあ

るが,地 中海在泊8年 の筆者の経験では日章

旗を見たことは無い。日本は本当に世界第二

の経済大国なのか, 、日本人は本当に人生 を楽

しむことに価値を見出 しつつあるのか,日 本

民族は自ら信ずる如 き海洋民族であるか否か

を考えさせられる事象である。

附記。日章旗を掲げたヨットがコルシカ島

を一周 したのは史上初めてではないか と思わ

れる。
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